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1　はじめに
1-1　本論文の目的
　前稿では、17-18 世紀以降の漢人入植から植民地支配
に至る西螺街の歴史的変遷について述べた。本稿では、
インフラの整備や市区改正が行われた日本の植民地時代
を対象に、西螺の市街地が拡大していく過程を、市街地
拡大に関わる主要な出来事やそれに伴う空間の変化、部
分的ながら土地台帳での地割と所有の関係等によって見
ていく。その際、市区改正での空間の変容を捉えるとと
もに、具体的な建物の変化を臨地調査の成果を活用して
述べる。また、西螺街を東西に貫く延平路の街頭、街尾
での土地開発の類型化を試みる。

2　インフラの整備による市街地の拡大
2-1　鉄道
　市街地拡張の要因のひとつにインフラの整備が挙げら
れる。鎮誌によると、日本統治初期、東洋製糖株式会社
と大日本製糖株式会社が軽便鉄道を開通。これにより西
螺は斗六や斗南・虎尾・崙背などと接続され、貨物だけ
でなく、一部旅客の機能も担った。聞き取りによれば、
この軽便鉄道の停車場（日糖社線駅）付近に、農作物を
収容する倉庫があったという。また、延平路と縦貫道路
の交差点に新たに西市場が建設された（文献２）。これ
ら軽便鉄道や西市場の建設によって、西螺街は西螺渓に
よる河川流通とは異なる、もうひとつの流通拠点が確立
されたといえる。

2-2　道路
　鎮誌によれば、1936 年には、崙背とつなぐ西螺崙背
道路、北港へ接続する海岸道路や、台中州から西螺を通
り斗六まで接続する縦貫道路などの道路交通網ができあ
がる。こうして西螺は、自動車旅客輸送サービスも含む
地域一円の陸上交通網の拠点へと編成されていく。
　また、1920 年には西螺溪に防波堤が建設されて流路
が固定されると、1936 年には西螺街・北斗街・員林街・
渓州庄・海口庄などの街庄長や各地方の士紳と日本の官
僚による「濁水渓人道橋架設期成同盟舎」が共同で創立
され、1937 年に西螺大橋が着工。太平洋戦争を挟んで、
1952 年に竣工している。
　
3　市区改正による変化
3-1　西螺都市計画図
　台湾都市計画令（昭和 11 年 8 月 27 日律令第２号）
の公布を目前に控えた 1935 年に「西螺都市計画図」が
作成されており（図 2）、これにもとづいて道路拡幅を
主眼とする市区改正事業が実施された。計画によれば、
東西の主要街路は 15m ないし 15.5m、南北軸（現・建
興路）は 18m まで拡幅されている。鎮誌には、格子状
の街区、道路は歩車分離、街路樹の整備といった記述も
あり、さらに砂利道の舗装、排水溝整備、標識サインや
街灯の設置なども行われた。
　聞き取りによれば、市区改正前は竹造や木造の町屋が
櫛比する街並みであり、街頭の西螺渓付近には竹市が

図１　西螺鎮主要市街地
（2017 年 8 月時点　地籍圖資網路便民服務系統・フィールドワークより作成）

図２　1935 年 西螺都市計画図
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あったという。しかし、市区改正の道路拡幅時に、亭仔
脚付き、洋風ファサードの街屋に改築されている。今日

「西螺延平老街」と呼ばれる町並みはこの景観をよく伝
える。
3-2　道路拡幅による建物の変化（延平路 246 号）
　延平路と建興路の交わる角地に立地している木造・煉
瓦混構造二階建の街屋（延平路 246 号）は、図６のよ
うに、道路の拡幅によって、町屋の一部が取り壊され、
外周を取り巻くように煉瓦造ファサードが取り付けられ
ている。1 階面路部には亭仔脚がつくられているが、現
在は客席や厨房として活用され、トタンが貼られて通れ
ない箇所もある。図５のように、棟より後半部にはある
木軸が、前方にはなく、母屋がそのままレンガの壁に突
き刺さっているが、これは道路拡幅時の改造の痕跡であ
ろう。また亭仔脚部分の 2 階床が 350mm ほど高くなっ
ているのは、市区改正時に亭仔脚に要求される寸法を確
保したためであろう。

4　地割と所有の関係から見る延平路
4-1　街頭
　前稿でも述べたように、街頭は 18 世紀に遡る現存市
街地で最も古い地区であり、すぐ東に西螺渓の河川敷に
接し、かつては河港を拠点とする商業の街として栄え
た。間口 3.5 ～ 4.5m 程度、奥行きが約 40m の狭長地
割り上に平入り建物を反復する。土地台帳によると、植
民地初期の土地所有者は、西螺街や二崙庄、斗六に住む
地主層が多く、この地区の商人の大半はおそらく借地人
であったと考えられる。
4-2　街尾
　聞き取りによると、街尾は 1920 年代から 1930 年代
にかけて、有力者である廖氏らによって開発された。こ
の地区の宅地は、狭長宅地に割られた街頭・街肚と違っ
て、18m × 57m などとかなり大きい。彼らはそうした
地所の面路部に間口 3.5m ～ 4m の複数の店舗をもつ奥
行 9m 程度の連棟式町屋を建て、その裏に邸宅を構えた。
延平路沿いの店舗で呉服店や医院などを営み、あるいは
店舗を賃貸に出し、その背後で農園・庭園のある壮麗な
洋館や伝統的三合院に住んだのである。これは近代にお
ける市街西遷の型を示している。

５　むすびに
　西螺街は、インフラの整備などにより流通の中継地点
として発展し、高密度な街屋の集合体を形成した。その
後の市区改正などによって街並みが一新されたのに加
え、街尾では清代とは異なる土地開発が行われた。次稿
では、現在の西螺街の建物について実測調査の成果を報
告する。
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図４　延平路 246 号　断面図（拡幅前の延平路から元の形を推察）
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図３　延平路 246 号　1 階平面図（地籍図から拡幅前の延平路を復原）

図６　延平路 246 号　延平路の拡幅で削られた街屋

図５　延平路 246 号　丸太の桁がレンガのファサードに支えられる
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